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1．はじめに 裏1　役職者の年齢階層別死亡数

（1994年）

　日本人の疾病構造は近年著しく変化して，伝染性疾患

が減少し，かわって成人病などの疾患が増加，いまや日

本人死因の3分の2がこれらの疾病によって占められて

いる．成人病は老化が病的に現われたものであり，高齢

化社会の進展によって今後益々増加が予想され，これら

の発症防止は国家的課題である．しかし成人病の発症は

個人差が大きく，加齢によって一様に罹患するとは限ら

ない．むしろ，長年にわたる不適切な食生活や不規則な

生活習慣，過労，ストレスなどの後天的環境因子の蓄積

が，老化を加速させ発症すると言われている．

　毎日配達される新聞には著名人の死亡記事が掲載され

ている．著名人の多くの生活習慣や食生活は健康上典型

的とも言える多くの阻害要因を抱えている．このため新

聞の死亡記事から著名人の死因傾向，特に成人病の割合

などにっいて調査し，日本人の死因傾向と比較した．

蠕 59歳以下60～69歳70～79歳80歳以上
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2．調査方法

十言 1445 210 386　　　694

　新聞の死亡記事（読売新聞縮刷版）から，家族および

外国人を除く日本人男性について，年齢，役職，死因を

月別に1980年，85年，90年，92年，および94年の5か年

にっいて集計し，同年次の国民衛生の動向の日本人年齢

別，死因別死亡率等と比較した．このため，疾病分類は

日本人人口動態統計死因簡単分類によった．

　なお，新聞死亡記事著名人の役職（肩書き）別傾向

（1994年）は表1のとおりであった．

公衆栄養学研究室

3．結果及び考察

1）死因別死亡数の年次推移

　著名人の新聞死亡記事は年間，1980年の1261入，85年

1488人，90年1648人，92年の1450人および94年の1445人

と年次により多少増減はあるが，1日平均では，日曜や

祝日，新聞休刊日等もあって，朝・夕刊合わせて4．2入

になっている．（表2）．

　死因中老衰を含めた成人病の占める割合は，1980年に

は約70％（心疾患，悪性新生物，脳血管疾患および老衰

の計）であったが，以後85年の65．2％，90年の61．3％と

減少して92年には60．8％となっている．（図1）しかし，

94年には62．9％とやや増加した．

　成人病のうちでは心疾患による死因が最も多く1980年

から94年までの5か年共死因の第1位を占めて，全死亡

に対する割合は80年の26．2％，85年31．6％，90年35．8％，

92年39．2％と年次を追うごとに増加し，90年には第2位

の悪性新生物の2倍以上に，そして92年には3倍以上の

全死亡数1450名中569名39．2％にも及んで，同年次の日

本人の全死亡に占める心疾患の割合18．6％（表3）の2
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倍以上になっている．しかし，94年は1445名中494名の

34．2％に減少した．なお，心疾患のうちでは心不全は80

年17．2％，85年25．2％，90年31．4％，92年35．0％と増加

を続けてきたが（94年には30．3％と減少），逆に心筋梗

塞による死亡割合は80年の9．0％が85年6．4％，90年4．4

％，92年4．2％，94年には3．9％と年次を追うごとに減少

している．

　死因の第2位が悪性新生物による死亡であり，全死亡

に占める割合は，80年23．1％，85年17．9％，90年15．5％，

92年12．1％と年次を追うごとに減少しており，日本人の

死因では第1位であり，その割合が80年の23．9％，85年

の27．1％，90年の29．4％，92年の30．0％と増加傾向であっ

て，1993年には人口10万人対234．2人（表5）と全死亡

の30％にも及んでいるのに比し著しく異なっている．

　脳血管疾患による死亡も悪性新生物と同じ傾向で80年

の13．1％から85年10．9％，90年6．7％，92年5．8％と年次

を追うごとに減少して，94年には6．3％とやや増加した

が，それでも80年の1／2以下となっている．

　日本人の死因傾向（表5）もほぼ同様で1980年の人口

10万対142．9人が，92年には91．5人となって全死亡に占

める割合では80年の20．9％から92年の11．9％と約1／2近

くまで減少した．（表3）

　脳血管疾患のうちでは，脳出血，脳梗塞共に年次を追

うごとに減少しているが，特に脳出血による死亡の減少

が著しく，1980年の7．4％に比し，85年5．9％，90年3．2

％，92年3．0％，94年には2．6％となり，80年の約1／3と

なっている．（表2）

　老衰も減少傾向であり，80年の94名7．5％が94年には

62名4．3％となっている．

　肺炎による死亡は8～12％に推移し，その割合はあま

り変化していない．

表2　新聞記事の著名人死因別死亡数推移

死亡数（％）

死因　　1980年　　1985年 1990年 1992年 1994年

全死亡1261（100．0）1488（100．0）1648（100．0）1450（100．0）1445（100．0）

心疾患331（26．2）471（31．6）589（35．8）569（39．2）494（34．2）

（心不全）217（17．2）　375（25．2）　517（31．4）　508（35．0）　437（30．3）

（心筋梗塞） 114　（　9．0） 96（6．4） 72（4．4） 61（4．2） 57（3．9）

悪性新生物　291（23．1）　266（17．9）　255（15．5）　176（12．1）　261（18．1）

脳血管疾患　165（13．1）　162（10．9）　111（6．7）

（脳出血）93（7．4）

（脳梗塞）　72（5．7）

肺炎

老衰

87（5．9）

75（5．0）

53（3．2）

58（3．5）

84（5．8）

44（3．0）

40（2．8）

92（6．3）

38（2。6）

54（3．7）

100　（　7．9）　　　150　（　10．1）　　　196　（　11．9）　　　138　（　　9．5）　　　165　（　11．4）

94（7．5） 72（4．8） 55（3．3） 53（3．7） 62（4．3）

その他280（22．2）367（24．7）442（26．8）430（29．7）叙1（25．7）

成人病
（老衰含む）

881　（69．9）　　　971　（65．2）　　1010　（61．3）　　　882　（60．8）　　　909　（62．9）
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図1　死因別死亡割合の年次推移

2）年齢階層別死因傾向

　著名人の年齢構成別数は不明であり，年齢別死亡率は

求めることはできないが，年次傾向（表3）では，心疾

患は60～69歳で80年24．2％，85年27．6％，90年30．0％，

92年37．6％と92年までは年次を追うごとに増加（94年に

は30．7％と減少）し，また，70～79歳および80歳以上で

も同様の傾向で，特に70～79歳では，92年には心疾患の

死亡割合は全死亡の約41％を占めていた．

　悪性新生物による年齢階層別死亡は日本人の死因傾向

（表5）が各年齢層共年次を追うごとに増加して60～69

歳の年齢層では92年には人口10万人対全死亡1615．6人に

比し，714．5人と約44％にもなっているが，著名人の死

因では年次により増減があり，明確な傾向は見られなかっ

た．

　脳血管疾患による死亡割合（表4）では60歳以後の各

年齢階層では年次を追うごとに死亡割合は著しく減少し，

60～69歳では80年の13．5％に比し，94年には5．9％，ま

た70～79歳では80年の13．4％が，94年には4．6％と80年

に比し，約1／2～1／3と減少は著しい．

（35）
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表3　日本人の死因別死亡数推移 死亡数（％）

死因 1980年 1985年 1990年 1992年 1993年

全死亡　390659（100．0）407769（100．0）443718（100。0）465544（100．0）476462（100．0）

心疾患 64103　（　16．4）　　71766　（　17．6）　　81755　（　18．4）　　86407　（　18．6）　　88297　（　18．5）

（心不全）　29516（7．6）　37022（9．1）　45908（10．3）　50596（10．9）　51375（10．1）

（心筋梗塞）

悪性新生物

脳血管疾患

17561　（　4．5）　　　17655　（　4．3）　　　17893　（　4．0）　　　17390　（　3．7）　　　18CB6　（　3．8）

93501　（23．9）　　110660　（　27．1）　　130374　（29．4）　　139669　（　30．0）　　142222　（　29．9）

81650　（20．9）　　　65287　（　16．0）　　57596　（　13．0）　　55444　（　11．9）　　　55261　（　11．6）

（脳出血）　餌171（7．0）19485（4．8）16568（3．7）15936（3．4）15910（3．3）

（脳梗塞）　37238（9．5）32475（8．0）30425（6．9）29994（6．4）30120（6．3）

肺炎

老衰

18648　（　4．8）　　25508　（　6．3）　　38618　（　8．7）　　42355　（　9．1）　　45788　（　9．6）

11269　（　2．9）　　　9683　（　2．4）　　　8073　（　1．8）　　　7635　（　1．6）　、　　7348　（　1．5）

良性及び性質不

詳の悪性新生物3訂5（0．8） 3602　（　0．9）　　　　3916　（　0．9）　　　3999　（　0．9）　　　　4008　（　0．8）

高血圧性疾患、　6635（1。7）　5019（1．2）　3訂4（0．8）　3151（0．7）　3097（0．7）

その他の疾患　111478（28．6）116244（28．5）120012（幻．0）126884（餌．2）130441（幻．4）

成人病の割合 （66．6） （65．2） （64．3） （63．7） （63．0）

　　＊（国民衛生の動向より算出）

3）季節別死因傾向

　1980年から85年，90年，92年および94年の新聞死亡記

事著名人の死因を，春，夏，秋，冬の季節別に集計（表

6）してみると悪性新生物，心不全による季節別死因傾

向にはほとんど差は見られないが，心筋梗塞，肺炎およ

び老衰は夏期に少なく冬期に多く，特に肺炎と老衰は，

肺炎の1か月平均で夏期9．8人に対し冬期は16．1人，老

衰は夏期の4．5人に対して冬期は7．3人と冬期の平均死亡

数は夏期死亡数の約1．6倍となっている．

　脳出血，脳梗塞にっいても多少その傾向が見られる．

4）要約

　新聞死亡記事の著名人死因傾向は，同年次の日本人死

因と比べて

①心疾患による死因が第1位となっており，日本人死

　因のほぼ2倍と著しく多い．

②悪性新生物による死亡は，日本人の死亡では死因の

　第1位であり，年次を追うごとに増加しているのに比

　著名人の場合は心疾患死の約1／2の第2位であり，し

　かも年次を追うごとに減少して日本人の死因とは逆の

　傾向を示している．

③脳血管疾患は日本人の死因割合と比べると約1／2と

　少ない．

　など傾向を著しく異にしている．

　なお，新聞報道による死亡記事の死因名は，原則とし

て遺族の発表によっており，一般に嫌われる癌や結核の

ような疾病は死亡時の状態から心不全とされている場合

も多いと思われる．

　しかし，1995年度（平成7年度）からは死亡診断書の

様式が大幅に改正され，むやみに心不全という死因名は

使えなくなり，また，これに先立って厚生省は1994年に

「最後の心臓停止による死亡は死因を心不全としないよ

うに」と全国の医師に指導している．

　新聞報道による著名人の死因傾向が，80年，85年，90

年および92年と同じ傾向を示していたのに比し，94年は

（36）
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表4　新聞記事の著名人死因別・年代別死亡数推移（男性）

死因 全年齢 59歳以下　60～69歳 70～79歳

1980年 　
　
　
　

講榊
T
議
囎

1985年全死亡
　　　心疾患
　　　　（心不全）

　　　　（心筋梗塞）

　　　悪性新生物
　　　脳血管疾患
　　　　（脳出血）

　　　　（脳梗塞）

　　　綴
　　　肺炎
　　　その他疾患

1990年

1992年

1994年

全死亡
心疾患

（心不全）

（心筋梗塞）

悪性新生物
脳血管疾患
（脳出血）

（脳梗塞）

綴肺炎
その他疾患

全死亡
心疾患
（心不全）

（心筋梗塞）

悪性新生物
脳血管疾患
（脳出血）

（脳梗塞）

額肺炎

その他疾患

　
　
　
　

籏
灘
欝
議
囎

1261（100。0）

331（26．2）

217（17．2）

114（　9．0）

291（23．1）

165（　13．1）

93（7．4）

72（5．7）

94（7．5）

100（7．9）

280（22．2）

1488（100。0）

471（　31．6）

375（25．2）

96（6．4）

266（17．9）

162（　10．9）

87（5．9）

75（5．0）

72（4．8）

150（10．1）

367（24．7）

1648（100．0）

589（35．7）

517（31．4）

72（4．，S）

255（15．5）

111（6．7）

53（3．2）

58（3．5）

55（3．3）

196（　11．9）

442（26．8）

1450（100．0）

569（S9．2）

508（35．0）

61（4．2）

176（　12。1）

84（5．8）

44（3．0）

40（2．8）

53（3．7）

138（9．5）

430（29．7）

1445（100．0）

494（34．2）

437（30．3＞

57（3．9）

261（18．1）

92（6．3）

38（2．6）

54（3．7）

62（4．3）

165（11．4）

訂1（25．7）

158（100．0）

29（18．4）

14（8．9）

15（9。5）

47（29．7）

16（10．1）

15（9．5）

1（0．6）

　（　）
4（2．5）

62（39．3）

166（100．0）

40（24．1）

26（15．7）

14（8．4）

50（30．1）

14（8．4）

13（7．8）

　1（0．6）

　（　）
7（4．2）

55（33．2）

169（100．0）

33（19．5）

26（15．4）

7（4．1）

56（33．1）

19（11．3）

14（8．3）

5（3．0）

　（　）
4（2．4）

57（33．7）

125（100．0）

34（餌．2）

31（24．8）

3（2．4）

20（16．0）

10（8．0）

9（7．2）

　1（0．8）

　（　）
　4（3．2）

57（45．6）

95（100．0）

31（32．6）

31（32．6）

0（0．0）

26（幻．4）

8（8．4）

7（7．4）

1（1．0）

　（　）
4（4．2）

26（餌．4）

273（100．0）

66（24．2）

47（　17．2）

19（7．0）

99（36．3）

訂（13．5）

23（8。4）

14（5．1）

　（　）
12（4．4）

59（21．6）

290（100．0）

80（幻．6）

59（20．41

21（7．2）

67（23．1）

折（9．3）

22（7．6）

　5（1．7）

　（　）
18（6．2）

98（33．8）

343（100．0）

103（30．0）

82（23．9）

21（6．1）

60（17．5）

22（6．4）

16（4．7）

6（1．7）

　（　）
25（7．3）

133（38．8）

284（100．0）

107（　37．6）

89（31．3）

18（6．3）

59（20．8）

15（5．3）

10（3．5）

　5（1．8）

　（　）
　9（3．2）

94（33．1）

270（100．0）

83（30．7＞

74（幻．4）

9（3．3）

89（33．0）

16（5．9）

10（3．7）

　6（2．2）

　（　）
12（4．5）

70（25．9）

463（100．0）

139（30．0）

91（　19．6）

48（10．4）

108（23．3）

62（13．4）

34（7．3）

28（6．1）

8（1．7）

35（7．6）

111（24．0）

480（100．0）

144（30．0）

110（　22．9）

34（7．1）

113（23．5）

57（11．9）

餌（5．6）

30（6．3）

2（0．4）

42（8．8）

122（25．4）

487（100．0）

194（39．8）

168（34．5）

26（5．3）
72（　14．8）

33（6．8）

13（2．7）

20（4．1）

　（　）
52（　10．7）

136（勿．9）

416（100．0）

170（　40．9）

151（36．3）

19（4．6）

61（　14．6）

26（6．3）

12（2．9）

14（3．4）

　1（0．2）

36（8．7）

122（29．3）

386（100．O）

1叙（35．5）

115（29◆8）

22（5．7）

84（21．8）

18（4．6）

5（1．3）

13（3．3）

　1（0．3）

36（9．3）

110（28．5）

（37）

死亡数（％）

80歳以上

3研（100．0）

97（26．4）

65（17．7）

32（8．7）

訂（10．1）

50（13．6）

21（5。7）

29（7．9）

86（23．4）

49（13．4）

48（13．1）

552（100．0）

207（訂．5）

180（32．6）

勿（4．9）

36（6．5）

64（11．6）

25（4．5）

39（7．1）

70（12．7）

83（15．0）

92（16．7）

649（100．0）

259（39．9）

241（37．1）

18（2．8）

餌（10．3）

訂（5．7）

10（1．5）

27（4．2）

55（8．5）

115（　17．7）

116（　17，9）

625（100．0）

258（41．3）

237（37．9）

21（3．4）

36（5．7）

33（5．3）

13（2．1）

20（3．2）

52（8．3）

90（14．4）

156（25．0）

694（100。O）

243（35．0）

217（　31．3）

26（3．7）

62（8．9）

50（7．2）

16（2．3）

34（4．9）

61（8．8）
113（　16．3）

165（23．8）
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表5　日本人（男性）死因別・年代別死亡率推移

C入ロ10万対）

年次 死因 全年齢　　59歳以下60～69歳70～79歳80歳以上

1980年

1985年

1990年

1992年

1993年

議
難

講
蠣

籏
難

議
鵜

籏
難

n
J
り
乙
ワ
ー
0
σ
ー
工

脇
囎
塒
幽
鰯

690．6

121．5

187．4

110．6

飾1．1

【
U
7
ー
」
4
C
O
O
O

訪
3
5
1
6

　
　
　
9
5
魏

ワ
ー
－
よ
り
乙

768．3

142．6

230．5

91．5

303．7

784．6

145．4

234．2

91．0

314．0

215．0

25．8

53．5

25．6

110．1

A
U
」
隈
0
0
」
ワ
ー

13

Q6

U0

Q0
O5

り
4
　
　
　
　
　
　
｛
1

199．6

勿．2

61．4

18．1

92．9

0
0
e
U
り
乙
0
0

99

ｶ
6
0
1
7
9
5

1

－
二
【
U
O
O
e
U
1

98

ﾖ
駆
1
6
舵

1

a
U
り
ゐ
0
0
1
⊥
【
り

蟷
鵬
鰯
鵬
脳

1

8
0
0
8
0

㎝
劉
㎜
獅
姻

1

ワ
ー
ワ
ー
り
0
」
隈
0
0

露
脚
㎜
㎜
娚

1

2
U
り
乙
【
0
り
盈
7
ー

棚
励
秘
靭
側

1

り
0
0
0
可
1
り
乙
ワ
ー

鰯
鰯
㎜
鰯
脳

1

り
右
－
⊥
Q
）
0
0
Q
．
V

㎜
翻
穰

コ
⊥
【
U
り
乙
Q
り
に
U

欄
躍
趨
4397．1

841．9

1391．5

616．7

1547．0

4278．2

816．3

1413．7

535．8

1512．4

e
O
－
』
6
0
」
4
0
0

癩
朧
翻

14838．9

3016．5

1800．2

3834．2

6188．0

0
0
【
」
り
0
0
0

翻
㎜
翻

1

F
◎
4
ワ
ー
ワ
引
ワ
ー

羅
㎜
翻

1

e
U
ー
エ
【
」
【
U
【
U

㎜
農
磯

1

∠
4
8
ワ
ー
【
U
【
」

饗
瓢
㎜

1

＊（国民衛生の動向より算出）

（38）



新聞記事の著名人死因傾向

表6　新聞死亡記事の著名人季節別月間平均死亡数

（80・85・90・92および94年の5か年平均）

悪性新生物　　　心不全　　　心筋梗塞 脳出血 鵬 肺炎 老衰

年平均　　20．5±4．4　　34．2±9．6　　6．8±2．2 5．3±2．3 5．0±1．5 12．4±3．0 5．6±1．7

冬
春
夏
秋

22．3±5．5　　　　36．9±13．5　　　　8．2±4．1

19．6±7．2　　　　34．3±10．2　　　　6．8±2．7

　　　　　　　　　　　　＊
20．4±5．7　　　　32．5±11．4　　　　5．6±2．1

20．9±6．5　　　　33．3±9．4　　　　6。1±3．0

5．7±3．4

5．0±2．7

4．8±3．5

5．5±2．7

5．3±2．4

5．8±2．9

4．4±2．7

4．5±1．8

35±ユa1

0
　
　
り
Q
　
　
C
U

【
」
　
　
4
　
　
」
蟻

±
　

±
　

±

9
＊
8
　
1

1
2
＊
9
＊
1
1

7．3±3．0

5．9±3．0

＊＊

4．5±1．6

＊

4．8±2．3

冬に対する有意差　＊　　P＜0．05

　　　　　　　　＊＊　P＜0．01

幾分傾向に変化が見られたのは，このような措置が影響

していると思われる．

　しかし，これらのことを考慮してもなお，著名人の死

因傾向が上記のように日本人の死因傾向と大きく相異し

ているのは，著名人の多くが生活習慣や食生活等で健康

にはおよそ不適切な状態を長年続けている結果ではない

かと思われるが，それらと死因の関係は複雑であり，安

易には結論を出すことはできない．今後，機会をとらえ

て調査したいと思っている．
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